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会社概要



会社概要

• 資本金 ：２０百万円

• 従業員 ：１００名

• 平均年齢：３１歳

• 創業 ：１９５２年

• ＩＳＯ９０００認証取得（２０００年１１月）
– ＪＱＡ－ＱＭ５５３４
– ２０００年版移行（２００3年１2月）

• 業務内容

– 自動車用パイプ製品
– 板金、プレス加工
– 自動制御機械製作



事業概要

• 日産自動車株式会社、カルソニックカンセイ株
式会社を主な納入先として、主力製品はエアコ
ン等の熱交換機用アルミパイプや吸気，排気系
のステンレスパイプ及び産業機械向け油圧配管、
板金製品を中心とした部品で売上げの９０％を
占めている。

• 登録品種６０００種の中から月平均６００種類
で４５万本の生産を行っている

– 種類あたりの数量 ７５０本／種

– 平均納入件数 ４８００件／月

– 納入件数 ２４０件／日

– 平均ロット数 ９４本／回

• 自社他社向けミニ設備、自動機、制御盤製作

１２０機台

青梅工場



売上高の推移
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製品紹介

ヒーター用ＡＬパイプ１９Φ

極小Ｒ曲げ加工

吸気系ＳＵＳパイプ２８Φ

ヒーター配管ＡＬパイプ１６Φ



生産工程の概要



工場の概要

本社
インターネット

ＬＡＮ

3班（配管パイプ）

4班（エアコンパイプ）

2班（ヒーターパイプ）

1班（板金）

2班（産業機械用パイプ）

1班（ラジエータ用パイプ）

業務部
・営業部
・購買部

ＡＤＳＬ

ＣＡＴＶ回線

村山サテライト工場

青梅工場



オーダの処理の流れ

スタート

３ヶ月内示 毎月２５日（翌月から３ヶ月分）
生産数の総量

旬間内示 毎週水曜（金曜から翌週分）
日ごと、品目ごと

確定オーダ（Ａ社） 毎日（４８時間～７２時間前）

確定オーダ（Ｂ社） 毎日（４８時間～７２時間前）

終了



１ヶ流し

• 立ち作業

• 多能工

• ミニ設備設計開発
– 掛け持ち生産＞＞自動化

• 自主保全

• 改善提案活動ヒーターパイプ６工程 一ヶ流し



ミニ設備

半自動ロー付け機 自動端末機 自動カシメ機

• 間口：８０㎝基準

• 金額：１２０万円まで

• 必要な機能を最低限に



新鋭設備

• ４ＫＷレーザー切断加工機

材質：鉄・ＳＵＳ・ＡＬ

無酸化切断

板厚

鉄：２５ｍｍ

ＳＵＳ：１６ｍｍ

ＡＬ：１４ｍｍ



生産管理システムの現状



‘８５年「コストダウンへの対応」

• 客先改善チームの挑戦
– ミニ設備、掛け持ち生産の事例発表会を武州で開催

• 武州製品の内製化を実施
• 空き時間にコストゼロで製作

• 短納期化へリードタイム削減
– 在庫ゼロ、時分割納入

• もの作りの根幹が揺すられた

• 在庫極少化のための生産方式の検討
– 一ヶ流し生産



情報化

• 課題
– 短納期化

– コストダウン

– コーディネイト企業

• 情報化
– リアルタイム管理

– ネットワーク化

– データの標準化

• 情報部門でなくて各自で行うことによる
– 親企業、協力メーカーを含めた全員参加型の運営

• （一ヶ流し、検査員レス、ＩＳＯ取得、生産管理と同一の視点）

社内パソコン教室



現在の取り組み

• 納入リードタイム（受注をから納入完了まで）
– ７２時間らか２００４年４８時間へ

• 情報通信技術活用型取引システム開発事業
–社団法人ＴＡＭＡ産業活性化協会
– ＴＡＭＡ地域ＥＤＩネットワーク構想モデル事業

• ＰＳＬＸコンソーシアム実証プロジェクト参加
– ＰＳＬＸ標準ＲＤＢによるデータの一元化
–作業者自身による生産現場の情報化



生産管理システムの構成

• 受注管理システム
– ＥＤＩで受けた確定オーダ、内示オーダ等を社内システム
に取り込み、現品票など必要帳票を出力する。

• 資材所要量計算システム
– 受注情報に対応して、部品の先行発注のための所要量
の計算を行う。現在在庫、将来の理論在庫を考慮する。

• 部品発注システム
– サプライヤーに対して、ここの品目に応じた発注方法で、
部品発注を行い、納期管理を行う。

• 在庫管理システム
– サプライヤーからの資材の受け入れとともに、資材在庫
の入出庫に関する実績を管理し、在庫量を把握する。



ＢＩＭＭＳの画面



情報システムの課題

• 業務部と現場とのコニュニケーションの問題
–情報伝達のために多くの時間を費やす
–現場の情報のフィードバックがない

• ＰＣベースの（手つくり）情報システムの限界
– ものづくりの様式に応じた情報の提供ができない
–個々のシステム上でデータを重複して管理

• リードタイム削減に対応できる情報システム
–作業実績のより細かな範囲
– ＩＳＯ９００１トレーサビリティへの要求



生産現場の情報化へのとりくみ



作業管理システムへの要求

• 作業者がその日の作業計画を自分で作成し、
その内容にしたがって作業する。作業者の主
体的な行動によって、自律性のある生産シス
テムとする。

• 受注オーダを各工程に展開した後に、作業者
に対する作業指示書を発行する。また、作業
者からの実績報告をバーコードリーダより取
り込み、システムに反映させる。



追加システムの概要

ＳＱＬ
サーバー

ＭＳ-Access
2003

ＭＳ-Access
2003

InfoPath
2003

InfoPath
2003

PSLX標準ＲＤＢ
参照スキーマ

受注情報
発注情報
在庫情報
作業指示
部品構成
その他マスタ情報

受注管理
資材所要量計算
部品発注
在庫管理
出荷管理

作業指示
実績管理

生産現場

ＸＭＬ



関連するデータ（ＰＳＬＸ標準）

• customer_order
• prospective_order
• purchase_order
• production_order
• work_order
• inventory_data
• outsourcing_table
• master_schedule
• meterial_requirement

• party_master
• area_master
• item_master
• operation_master
• resource_master
• item_structure
• storage_master



InfoPathを用いた情報化
作業者A 現場PC 管理者事務所PC

始業前

指示書
バーコード
リーダー

オーダ情報

計画決定

当日分計画

当日分実績

製
造 実績

実績

日報
始業後



InfoPathを用いた情報化

作業者自
身で選択

作業者自
身で選択



期待される効果



期待される効果

• 紙ベースからＤＢへ移行することで、実績管
理と作業日報、品質情報、トレーサビリティ情
報が一度に得られる。

• 現場で自分の部品、材料などの在庫情報が
わかる。

• 受注情報、３ヶ月内示の情報を簡単にアクセ
スできる。特に、サテライト工場で有効。情報
の格差がなくなった。



自分で計画、自分で管理

• 従来は作業者は、納入指示書から手書きで
自分の作業を書き写していたものを、会社と
してデータを把握できるようになった。

• 計画と実績とを対比させることで、作業者の
やる気を引き出すしくみとなった。

• 管理者が作業者を的確に評価でき、的確な
アドバイスをすることができる。

• また、作業者個人の見込み在庫をシステム
的に管理できる。



今後の課題



今後の課題

• 現場の情報化を進めることで、受注から納品
までのリードタイムの削減により、仕掛在庫、
完成在庫の削減につなげる。

• 製品の複雑化（多工程化）への対応と、より
多品種、変量の受注への対応力を高める。

• スケジューリングを用いた多段階の工程に対
する工程別の指示、実績管理を可能とする。

• 製造環境の変化に対応したよりリーンな生産
のしくみを実現する。



コーディネイト企業として

• 喜んでもらうサービスの提供
– 品質保証

– コストダウン

– ＲＴ短縮

• アウトソーシングの受け皿
– 相互の協業

– 一元発注
コーディネート
製造業

コーディネート
製造業

部品部品

原材料原材料

加工加工

大
手
製
造
業

大
手
製
造
業



ＰＳＬＸコンソーシアムへの期待

• 中小規模の製造業に対して、柔軟でかつ安
価な生産管理システムの提供

• 企業間での情報の共有化（在庫情報、負荷
情報など）による、取引先を含めた最適化

• 他の製造業や、ＩＴベンダー、そして大学など
とのざっくばらんな情報交換の場の提供

• 日本の製造業をささえている中小製造業の
情報武装のための技術支援
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